
公示6 参加料を変更する。

海陽ヨットハーバーに艇を持込んで参加する選手の参加料に、大会当日の艇持込み料と水洗料を含める。

参加選手の実質の費用負担に変更はない。

 

日程 2021年1月9日 (土) 

主催 愛知県ヨット連盟

開催地 愛知県蒲郡市海陽町 1-7  豊田自動織機 海陽ヨットハーバー
 

 
1. 規則
 

本プラクティス・シリーズは、「セーリング競技規則 2021-2024 (以下、規則という)により定義された"規則"を適用する。

2. 種目
 

420. FJ. レーザーラジアル

3. 大会実施の最少艇数
 

各クラスとも、参加申し込み数が5艇に満たなかった場合、開催をキャンセルする場合がある。

4. 参加資格
 

4-1 2020年(公財) 日本セーリング連盟のメンバー登録をしている者。

4-2 未成年の参加選手については、監督. コーチまたは保護者が引率の事。

5. 参加申込み
 

5-1 参加資格のある艇は、2020年12月19日(土)までに、「愛知県ヨット連盟」ホームページ上に設定される大会web

サイトにアクセスし、エントリー登録すること。 愛知県ヨット連盟ホームページ  URL : http://www.ayf.jp

大会webサイトでのエントリーは、2020年12月5日(土)に開始される。

5-2 レイト・エントリーは、2021年1月7日(木)まで受付ける。

6. 参加料
 

6-1 参加料は以下のとおり。
 

ノーマル・エントリー

レイト・エントリー

ノーマル・エントリー

レイト・エントリー

・ 生徒(高校生以下)の持込み艇参加料には、1月9日の減免持込み料480円と水洗料150円が含まれる。

1月9日以外で艇を持ち込む場合、該当期間の減免持込み料と水洗料は個別に海陽ヨットハーバー受付にて

支払う事。

・ 成年(19才以上)の持込み艇参加料には、1月9日の持込み料970円と水洗料150円が含まれる。

1月9日以外で艇を持ち込む場合、該当期間の持込み料と水洗料は個別に海陽ヨットハーバー受付にて支払う事。

・ 海陽ヨットハーバー常時陸置艇参加料には、水洗料が含まれていない。

常時陸置艇で参加する選手は、大会受付前に海陽ヨットハーバー受付にて所定の水洗料を支払う事。

6-2 参加料は、大会受付時に持参する事。

7. プラクティス・シリーズ中止の条件
 

新型コロナウイルス等の感染症蔓延防止対策で、行政機関より中止. 延期を指示または勧告された場合、

AYFプラクティス・シリーズを延期または中止する場合がある。

8.  健康管理
 

8-1 選手及び支援者は、大会webサイトで入手できる健康管理に関するガイド・ラインに従わなければならない。

8-2 大会受付時に、大会webサイトで入手できる、「健康状態チェックシート」を提出しなければならない。

持込み艇

 420. FJ
1,000 1,630 2,000 3,120

1,500 2,130 2,500 3,620

 レーザーラジアル
500 1,130 1,000 2,120

750 1,380 1,500 2,620

AYF プラクティス・シリーズ セッション 3

Notice of Race    : as 2020,11,11

艇種 エントリータイプ
生徒 (高校生以下) 円/艇 成年 (19才以上) 円/艇

海陽YH陸置艇 持込み艇 海陽YH陸置艇



9.  日程
 

9-1 スケジュールは以下のとおりとする。

1月9日 (土) 08:30-09:00 大会受付・登録

09:10 ブリーフィング

10:32 第1レース予告信号

16:00 成績公表 (閉会式は行わない)

9-2 参加艇は1月9日 09:00までに大会受付で受付と登録を完了させなければならない。

9-3 各クラス4レースを予定している。可能ならば、最初のレース終了後、引き続き次のレースを実施する。

9-4 14:30を越えて予告信号が発せられることはない。

10.  帆走指示書
 

帆走指示書は、12月14日までに大会webサイトにアップされる。

11.  レースエリア
 

添付Aにハーバー及びレース・エリアの場所を示す。

12.  コース
 

添付Bに帆走するコースを示す。

13.  得点
 

12-1 AYFプラクティス・シリーズ セッション1が成立するには、2レースを完了させることが必要である。

12-2 3レース以下しか完了しなかった場合、艇の得点はレース得点の合計とする。

4レースが完了した場合、艇の得点は最も悪い得点を除外したレース得点の合計とする。

14.  賞
 

個別のAYFプラクティス・シリーズでは賞は授与しない。

15.  責任の否認
 

AYFプラクティス・シリーズ セッション1の競技者は自分自身の責任で参加する。規則 「レースをすることの決定」参照。

主催団体は、AYFプラクティス・シリーズ セッション1の前後、期間中に生じた物理的な損傷または身体障碍もしくは

死亡によるいかなる責任を負わない。

16.  その他
 

参加者は、大会役員、競技役員または施設管理職員の合理的な指示に従わなければならない。

【添付A】

海陽ヨットハーバーより280°2.0Nmを中心とする Φ 1.4Nmをレース・エリアとする。



【添付B】

コース L2

スタート → M1 → 4p/4s → M1 → フィニッシュ

1. 選手は健康保険証、またはそのコピーを持参すること。

2. 艇、支援艇の搬入・搬出時期については制限を設けない。

3. 原則、海上で昼食を取るので、各自で用意すること。

4. レース公示及び帆走指示書への質問は、大会webサイトで入手することが出来る書式を用いた事前送付を推奨する。

事前送付された質問に対する回答は、大会webサイトに掲示される。

5. レーザーラジアル級については豊田自動織機 海陽ヨットハーバーで先着10艇レンタルすることが出来る。

「レンタル料」 一般 : 5,620円/日. 学生・生徒 : 4,190円/日 (減免措置)

以下は、Notice of Race に含まれない一般情報である。


